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徳
島
県
人
会
近
畿
連
合

会
総
会
と
県
人
の
集
い
を

３
年
振
り
に
開
催
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
併
せ
て

全
国
の
徳
島
県
人
会
連
合

ま
す
ｔ

こ
の
３
年
間
、
そ
れ
ま
で

当
た
り
前
と
思
わ
れ
て
い
た

日
常
が
一変
し
ま
し
た
。
そ

の
原
因
の
１
つ
が
２
０
２
０

し
た
．続
い
て
患
者
の
受
け

入
れ
が
一部
の
病
院
に
偏
り

バ
ン
ク
し
ま
し
た
。
ま
た
、検

査
能
力
が
感
染
に
追
い
付

か
ず
、
挙
句
の
果
て
に
マ
ス

各
国
で
感
染
防
止
の
た

め
人
の
活
動
を
抑
え
た
こ

と
に
よ
り
、世
界
の
サ
プ
ラ

ィ
チ
ェ
ー
ン
に
支
障
が
生
じ
、

自
動
車
を
は
じ
め
モ
ノ
の
生

て
い
ま

す

。

１
０
０
年
前

の
ス
ペ
イ
ン
風
邪

は
、
２
年
程
で
収

束
し
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、感
染

し
た
人
に
は
悲

劇
が
襲
い
ま
し
た
，
今
回
は

新
し
い
タ
イ
プ
の
ワ
ク
チ
ン

も
開
発
さ
れ
た
こ
と
だ
し
、

同
じ
よ
う
に
２
年
で
収
束

す
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
て
い

会
の
皆
さ
ま
を
お
迎
え
で

き
ま
す
こ
と
を
大
変
嬉
し

く
思
い
ま
す
し
い
ろ
い
ろ
と

規
制
は
あ
り
ま
す
が
、
や
っ

と
通
常
の
開
催
に
戻
る
第

１
歩
に
な
る
の
で
は
と
思
い

,,千

人  会

行

県
連

・じ
島
畿

徳

近

「
当
た
り
前
の
日
常
を

取
り
戻
そ

つゝ
」

徳
島
県
人
会
近
畿
運
合
会
　
会
長
　
キ
小
　
　
［闇
【
　
　
　
　
　
注
個

年
１
月
に
突
如
と
し
て
出

現
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
で
す
．
降
く
間
に
世
界
中

に
拡
散
し
ま
し
た
．
感
染
が

拡
大
す
る
に
つ
れ
、ま
ず
保

健
所
の
機
能
が
バ
ン
ク
し
ま

ク
す
ら
手
に
入
ら
な
い
と
い

う
事
態
に
な
り
ま
し
た
。
ま

さ
に
、
無
い
無
い
尽
く
し
に

見
舞
わ
れ
ま
し
た
こ
残
念

な
こ
と
に
、
同
じ
こ
と
が
何

国
も
繰
り
返
さ
れ
て
い
ま
す
ｉ

産
が
滞
り
ま
し
た
。
エ
ネ
ル

ギ
ー
価
格
の
高
騰
と
も
相

侯
っ
て
、
世
界
中
で
物
価
が

卜
古
升
し
て
い

，
■
，
．
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
が
重
な

リ
ゴ
層
ひ
ど
い
こ
と
に
な
っ
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ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
早
く

も
４
回
目
（も
う
皆
さ
ん

打
ち
ま
し
た
か
）
、
続
い
て

年
内
に
は
５
回
目
の
接
種

も
噂
さ
れ
て
い
ま
す
．
感
染

の
波
は
、
そ
の
た
び
に
山
が
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機
関
誌
「
近
畿
と
く
し

ま
」
が
発
行
さ
れ
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
お
虜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

本
岡
会
長
は
じ
め
、徳
島

県
人
会
近
畿
連
合
会
の
皆

ラ
マ
誘
致
に
ご
尽
力
い
た
だ

く
な
ど
、ふ
る
さ
と
徳
島
の

発
展
に
温
か
い
ご
支
援
、ご

協
力
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
こ

と
に
、改
め
て
厚
く
お
礼
中

し
上
げ
ま
す
．

さ
て
、今
、新
型
コ
ロ
■
災

害
列
島
・人
口
減
少
の
「二
つ

の
国
難
」
を
打
破
す
る
た

め
、感
染
症
の
脅
成
に
も
強

く
し
な
や
か
に
対
応
し
、持

続
的
に
成
長
で
き
る
「新
次

元
の
分
散
型
国
上
」
の
創
出

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
．
本

県
で
は
、全
国
知
事
会
を
通

じ
、
「
中
央
省
庁
の
地
方
移

転
」
、
「
大
企
業
の
地
方
分

散
」
、
「
地
方
大
学
の
魅
力

向
上
及
び
定
員
増
」
の
三
つ

の
処
方
装
を
国
に
提
言
す

る
と
と
も
に
、先
駆
的
な
取

組
み
を
進
め
て
参
り
ま
し

た
，
特
に
こ
の
た
び
、度
重
な

る
提
言
に
よ
り
、
「
地
方
国

立
大
学
の
ｔ
員
増
」
が
特
例

的
に
制
度
化
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、徳
島
大
学
が
「医
光
・医

工
融
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
創
設

に
よ
る
理
工
学
部
の
定
員

増
を
中
請
し
、私
も
有
識
者

ヒ
ア
リ
ン
グ
に
お
い
て
一
挙

県
一致
で
の
応
援
態
勢
」を

強
く
訴
え
ま
し
た
．
そ
の

結
果
、全
国
初
、徳
島
大
学

を
含
む
三
大
学
が
選
定
さ

れ
、令
和
五
年
度
か
ら
、
同

学
部
三
十
名
の
定
員
増
が

実
現
い
た
し
ま
し
た
，

一方
、世
界
か
ら
関
西
に
注

目
が
集
ま
る
「大
阪
・関
西

万
博
」
ま
で
、
あ
と
三
年
と

な
り
ま
し
た
Ｉ
一〇
二
五
年

「大
阪
・関
西
万
博
」
は
、
「徳

島
の
魅
力
」
を
国
内
外
へ
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
で
あ

り
、県
で
は
、本
年
一月
二
産

学
官
金
労
言
」
の
皆
様
に
ご

参
画
頂
き
、
「大
阪
・関
西
万

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
よ
り
、積
極
的
な
県
人
会

活
動
を
展
開
さ
れ
る
と
と

も
に
、今
年
で
生
誕
五
百
年

を
迎
え
る
三
好
長
慶
を
主

人
公
と
し
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

「徳
島
の
魅
力
」
を

世
界
へ
発
信
！

徳
島
県
知
事
飯
　
泉
　
嘉
　
門

一］
ノヽ
か

，
り
、
７
日月
に
入
つ
て

か
ら
、我
が
国
の
感
染
者
数

が
世
卑
で
最
多
と
な
―，
ま

し
た

こ
れ
ま
で
の
感
染
者

数
が
人
日
の
１
制
と
少
な
い

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
●

第
７
渋
と
言
わ
れ
る
感
染

の
波
も
、や
っ
と
ビ
ー
ク
が
見

え
て
き
た
よ
う
で
す
．

さ
て
、ム
■
年
は
ふ
る
ヽ
」と

阿
波
出
身
の
戦
国
武
将
、三

好
長
度
の
生
誕
５
０
０
年

と
い
う
記
念
す
べ
き
年
に
当

た
り
ま
す
〓
私
た
ち
近
畿

連
合
会
が
事
務
局
を
務
め

る
「
三
好
長
慶
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議

会
（関
西
こ
で
は
徳
島
の
誘

致
推
進
協
議
会
と
と
も
に
、

東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
セ
ン
タ
ー
を

訪
問
し
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
会
長
を

は
じ
め
と
す
る
幹
部
の
方
々

に
、
大
阪
・関
西
万
博
開
催

の
２
０
２
５
年
の
故
映
実

現
を
要
請
し
て
参
り
ま
し

博
」
と
く
し
ま
挙
県
一致
協

議
会
を
立
ち
上
げ
、
「
万
博

は
『デ
ー
ト
ウ
ェ
イ
一
、徳
島
一「

ま
る
ご
と
バ
ビ
リ
オ
ン
』
」
を

コ
ン
セ
ブ
ト
と
す
る
取
組
方

針
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

出
民
内
容
の
検
討
を
進
め

て
お
―，
ま
す
し
ま
た
、機
逗

醸
成
の
た
め
、
開
幕
に
先
行

し
、去
る
五
■
、イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
三
次
一平
仮
想
交

流
空
間
「メ
タ
バ
ー
ス
」
を
活

用
し
た
「
と
く
し
ま
バ
ー
チ

ヤ
ル
バ
ビ
リ
オ
ン
」
を
ブ
レ
オ

ー
プ
ン
し
た
ほ
か
、
七
月
十

八
日
の
「開
幕
一千
日
前
イ
ベ

ン
ト
」
で
は
、
次
代
を
担
う

子
ど
も
達
が
「未
来
の
夢
」

を
描
い
た
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

ボ
ー
ド
が
完
成
し
、
現
在
、

た
，
ど
う
い
う
■
４
で
大
河

ド
ラ
マ
が
選
考
さ
れ
る
の

か
、私
た
ち
に
は
知
る
由
も

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
三

好
長
慶
に
は
今
年
の
「鎌
倉

峨
の
１３
人
生
を
凌
ぐ
ス
ケ
ー
ル

と
時
代
性
を
持
っ
て
い
る
こ

と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
「

生
誕
５
０
０
年
を
記
念
し

て
、
二
好
氏
ゆ
か
り
の
地
、

堺
、大
東
、高
槻
で
講
演
会

を
予
定
し
て
い
ま
す
‘
機

関
紙
「近
畿
と
く
し
ま
」
に

は
、
ス
マ
ホ
で
読
み
取
れ
る

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
載
せ
て
い
ま

す
。
是
非
検
索
い
た
だ
い
て
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
も
ち

ろ
ん
、感
染
防
止
に
は
万
全

を
期
し
て
く
だ
さ
い
ま
せ
ｔ

来
年
の
総
会
は
、
一切
の
規

制
な
く
開
催
で
き
ま
す
こ

と
を
皆
さ
ん
と
祈
り
つ
つ
、

ご
挨
拶
に
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

県
庁
一階
に
展
示
し
て
お
―，

ま
す
．

今
後
と
も
、
「
新
次
元
の

分
散
型
国
土
」
の
創
出
に
全

力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、

万
博
の
舞
台
で
世
界
を
リ
ー

ド
す
る
存
在
感
を
発
揮
し
、

徳
島
へ
の
「
新
た
な
人
の
流

れ
」
の
創
出
に
積
極
果
敢
に

挑
戦
し
て
参
―，
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
、な
お
一層
の
お
力

添
え
を
賜
る
よ
う
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、徳
島
県
人
会
近

畿
連
合
会
の
更
な
る
ご
発

展
と
、会
員
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
健
勝
、ご
多
幸
を

心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ
、

お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し

ま
す
，

祝

三
好
長
慶
生
誕
五
〇
〇
年

ＮＨ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会

（徳
島
）

会
長
　
岡
本
富
治

役
員

一
同

祝

三
好
長
慶
生
誕
五
〇
〇
年

二
好
長
慶
ＮＨＫ
大
河
ド
ラ
マ

誘
致
推
進
協
議
会

（関
西
）

会
長
　
邊
見
公
雄

役
員

一
同

.。崚
°
簿滋儀行

大阪支店
徳島県人会近畿連合会常任理事

蟄
行
店 昼  湯浅 文健

大阪市中央区久太郎町 3-1-7

西大阪支店
大阪市西区本田 1-7-7

堺支店

堺市堺区出島海岸通 2Tl∝ 11

北大阪支店
吹日市江坂町 1-23-26

東大阪支店
東大阪市長田東 4-1-18

南大阪支店
大阪市阿倍野区阪南町 1-28-1

神戸支店

神戸市中央区小野柄通 6-1-15

尼崎支店

尼崎市昭和通 2-12-10

姫路支店

姫路市豊沢町 140
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令和4年新春互礼会
睦鶴 ・■

全国徳島県人会連合会

オンライン事務局会議
.        |  .|  

‐

孟こな

_■」■■、

蝙薇親う肇
徳
島
県
人
会
近
畿
連
合

会
の
新
春
互
礼
会
が
、
３

月
６
日
（日
）午
前
１１
時
３０

分
か
ら
大
阪
新
阪
急
ホ
テ

ル
で
、
コ
ロ
ナ
第
６
波
の
影

響
で
１
月
開
催
を
３
月
に

延
期
し
、
近
隣
の
会
員
の
み

で
、
来
賓
、会
員
を
含
む
４２

名
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま

し
た
．司
会
は
神
山
町
出

身
の
ＩＬＩ
本
良
博
氏
（監
事
）

に
今
年
も
務
め
て
い
た
だ

き
ま
し
た
〓
木
岡
清
連
合

会
会
長
は
挨
拶
で
、
「
コ
ロ

ナ
禍
で
、
開
塞
感
あ
る
中
、

ふ
る
さ
と
を
同
じ
く
す
る

元
気
な
皆
さ
ま
と
懇
親
の

場
で
交
流
を
は
か
る
」
こ
と

へ
の
感
謝
の
言
葉
を
の
べ
、

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
ふ
る

さ
と
徳
島
へ
の
応
援
を
開

西
か
ら
発
し
た
く
皆
様
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
ま
た
、
３
月
１３
日
開
催

の
第
１４
回
近
畿
と
く
し
ま

歴
史
講
座
の
案
内
と
「
三

好
長
度
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
に
」
の
実
現
を
め
ざ
し

て
、
の
は
り
作
成
と
今
年
の

取
‐り
組
み
の
発
表
が
あ
り

ま
し
た
，
さ
ら
に
、
９
月
４

日
に
は
「
県
人
の
集
い
」
を

開
催
予
定
で
あ
り
、
参
加

者
皆
さ
ん
へ
の
ご
協
力
の
お

令
和
４
年
７
月
４
日
午

後
１
時
３０
分
か
ら
午
後
２

時
３０
分
、
９
月
４
日
（日
）

¬ rてョ腋r

に
開
催
さ
れ
る
、
第
墾
回

全
国
徳
島
県
人
会
連
合
ム
不

通
常
総
会
に
向
け
て
徳
島

県
・政
策
創

造
部
・大
一■ 木 岡会長

木岡会長

会場風景

産
業
創
生
続
括
監
の
菊
地

氏
の
司
会
で
開
催
さ
れ
、当

会
か
ら
木
岡
連
合
会
会
長
、

下
事
務
局
長
が
参
加
し
ま

し
た
。

燎壽興

儀露栞

隧醐

繊鷹県

茶良徳島県人会・本出会長

糸田川副会長

:令和4年 鶯島県人畿近欝罐念奎畿蕎互礼会

会場風景

願
い
が
あ
り
ま
し
た
し

続
い
て
、徳
島
県
関
西
本

部
本
部
長
の
正
木
孝
一氏

が
、
「ふ
る
さ
と
納
税
の
お
礼

と
県
政
に
つ
い
て
、２
０
２
５

年
の
関
西
万
博
へ
の
取
組
」

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
来
賞
紹
介
に
続

き
、
徳
島
を
拠
点
に
活
動

し
て
い
る
徳
島
市
出
身
の

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー

皆
谷
尚
美
さ
ん
が
「ふ
る
さ

と
」
を
、
そ
し
て
白
作
の
「こ

の
ま
ち
と
く
し
ま
」
の
歌
が

あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
乾
杯
の
音
頭
は
、

奈
良
徳
島
県
人
会
の
本
出

良
一会
長
の
発
生
で
祝
宴
に

移
り
ま
し
た
〓
司
会
者
よ

り
、初
参
加
の会
幣

員

１０
名
の
方

の

紹
介
が
あ
り
、出

身
地
等
の
自
己

紹
介
が
行
わ
れ

ま
し
た
，
和
や
か

な
懇
談
で
交
流

を
は
か
り
、
糸
田

川
廣
志
副
会
長

の
挨
拶
で
中
締
の

後
、大
阪
天
水
連

に
よ
る
阿
波
お

ど
り
が
披
露
さ

れ
盛
宴
を
開
じ
ま
し
た
‥

最
後
に
三
好
長
慶
生
誕

の
地

（
三
野
町
）
で
あ
る

「
近
畿
三
野
町
ふ
る
さ
と

会
」
会
長
鈴
木
忠
彰

（徳

島
県
人
会
近
畿
連
合
会
歴

会場風景

会場風景 会場風景

史
委
員
長
）
が
日
の
声
を

上
げ
、今
年
の
躍
進
を
誓
い

ま
し
た
．
散
会
は
午
後
１

時
４５
分
で
し
た
ｔ

令瀬4年 徳農県大会近畿連含会響番菫礼会

ふるさと縫偽と縫為県人会重装連合会の発展をお着りします(順不同)

田
舎
ぐ
ら
し
し
ま
せ
ん
か

お
手
伝
い
し
ま
す
！

さ
　
と

Ｎ

Ｐ

Ｏ

法
　
人

カ

ふ

　

る
理
事
長

近

藤

誠

一
郎

連

絡

先

　

一Ｔ
「
‐
ｍ
　

一■
島

県

三
年

市

三

野

町

加

茂

野
官

一
六

二

五

の

一

ｔ
話

一〓
人
、
■
一し
六
―

〓
二

一
ｌ
Ｆ
Ａ
ヽ
一〓
八
八

，
一し
六
―

〓
一
一
二

【
定

住

相

談

専

用

ダ

イ

ヤ

ル

】
〓

一
二

●

‐
一
しｔ
‐
一

，

九

円

【
Ｈ

Ｐ

ア

ド

レ

ス

】

〓

Ｃ

Ｉ

●

４
■
´
一●

，
営

，
（〓
キ
営

■
３

〓
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R′CC

近
藤
化
学
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
会
長
　

析
一
　

議
脈
　
　

　

〓刀

本

　

社
　
一Ｔ
朴
並

　
東
大
阪
市
玉
串
町
東
二
丁
日
二
番
四
号

．
１‐
　
電

話

（０
七

三
）
九
六

五
■
一
一
一
一
一
山

徳
島
工
場
　
一Ｔ
詞
‐刊
　
阿
波
市
上
成
町
上
成
字
北
原
八
十
番
十
五

―
　
電

話

３

八
八
）
六
ブー，
五
山

七

四
七
山

″ ″ 奥 ヽ ヽ
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阪
市
北
区
中
之
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三
‐
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二
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中
之
島
ダ
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ビ
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七
階

（〇
六
）
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四
四

下
上
二

九

七

九

徳
島
県
人
会
近
夜
逹
合
会
常
任
理
事

徳
島
県
人
会
近
畿
逹
合
会
常
任
理
事

四
国
及
送
閉
大
阪
支
社

株
式
会
社

モ

リ

ウ

ヱ

代
表
取
締
役

森

　

　

上

　

　

　

　

修

〒
選
幌
　
大
阪
市
中
央
区
高
津
三
―
ニ
ー
二
七

電
話

（〇
六
）
六
六
四
四
―

一
二
三
三

徳
島
新
聞
社
大
阪
支
社

圭

長

立

妬

秀

久

〒
ｍ
咄
　
大
阪
市
北
区
堂
島

Ｔ

五
―
十
七

堂
島
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
四
階

電
話

　

・０
〓
ｉ

■
二
日
五
１
０

〓
一　
一　
一一

〒
瓢
剛

電

話

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
顧
問

え
社
長
　
元

木
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役員会・懇談会

令
和
４
年
役
員
会
が
ら

月
掲
日
（金
）
午
後
５
時
か

ら
ハ
ー
ト
ン
ホ
ー
ル
（大
阪
・

心
斎
橋
）で
参
加
者
２２
名
・

委
任
状
３３
人
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
冒
頭
、本
国
会
長

よ
り
「
コ
ロ
ナ
禍
で
２
年
間

役
員
会
が
開
催
で
き
ず
や

っ
と
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
今
年
も
多
く
の

事
業
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま

す
が
「県
人
の
集
い
」
は
じ

め
各
委
員
会
で
活
動
を
行

い
ま
す
の
で
、な
お
一層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
挨
拶
に
立
っ
た
正
木

孝
一徳
島
県
関
西
本
部
長

か
ら
、
県
政
と
関
西
本
部

の
現
況
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
会
則
規
定
に

よ
り
議
長
は
木
岡
会
長
が

担
当
し
、
資
料
に
基
づ
き

報
告
事
項
（令
和
３
年
度

事
業
、同
収
支
決
算
、監
査
）

と
、決
議
事
項
（令
和
４
年

度
事
業
、
同
収
支
予
算
、定

期
総
会
実
施
）
が
事
務
局

か
ら
説
明
が
あ
り
、全
会
一

致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
終
了
後
ゴ
ー
ヒ
ー
ケ
ー

キ
セ
ッ
ト
で
懇
談
会
を
し
、

７
時
間
会
い
た
し
ま
し
た
。

【令
和
４
年
度
主
要
事
業
】

令
和
４
年
５
月
１３
日
の
「令

和
４
年
役
員
会
」
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
「令
和
４
年
度

事
業
計
画
」
の
主
な
事
業
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

【主
要
事
業
】

●
第
１８
回
全
国
徳
島
県
人

会
連
合
会
通
常
総
会

開
催
日
　
令
和
４
年
９

月
１
日
一日
）午
前
Ｈ
時

なム
　
場
　
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
限

●
ｔ
期
総
会
と
県
人
の
集
い

開
催
〓
　
令
和
４
■
９

月
１
日

日^
）午
後
０
時

４５
分
か
ら

ム^
　
場
　
ホ
テ
ル
ニ
ユ
ー

オ
ー
タ
ニ
大
阪

●
新
■
Ｉ
札
会

開
催
日
　
令
和
５
年
１

月
１１
日
（■
）午
前
１１
時

３０
分
か
ら

会
　
場
　
大
阪
新
阪
急

ホ
テ
ル

●
近
畿
と
く
し
ま
歴
史
を

辿
る
事
業

令
和
５
年
１
月

２
月
、

日
時
は
未
定

会
場
等
は
未
定

【親
睦
・交
流
・協
賛
事
業
】

親
睦
事
業
の
開
催
、
各

種
団
体
が
開
催
す
る
交
流

事
業
、
及
び
徳
島
県
主
催

の
行
事
等
に
参
加
・協
賛
し

ま十
す
．．

（
実
施
日
が
確
定
し
て
い
る

事
業
〉

●
５
月
１９
日
（本
）

第
１９
回
関
西
す
だ
ち
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

場
所

　

東
城
陽
Ｃ
Ｃ

●
８
月
１５
日
一月
Ｔ

■
日

（火
）

第
Ｈ
画
阿
波
お
ど
―，
見

一
十
バ
ス
ツ
ア
ー
■
偲
Ｌ
円
＋叩

・同
）凋
一

●
９
月
即
日
（本
）

第
２０
回
関
西
す
だ
ち
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ

場
所

茨
本
高
原
Ｃ
Ｃ

〈
実
施
さ
れ
る
日
時
が
未

定
の
事
業
・行
事
〉

燒鑢整雖黎
ヽ1  ]■

会場風景

会場風景

Ｃ
関
係
県
人
会
、
ふ
る
さ

と
会
、同
窓
会
の
総
会

●
県
主
催
行
事

【そ
の
他
】

●
機
関
紙
「
近
畿
と
く
し

ま
」
ヽ
％
発
行
（９
月
４

日
付
）

「
―
―
―

会場風景

〈徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
〉

役

員

名

簿

会
　
長
　
木
岡
　
　
清

副
会
長
　
糸
田
川
廣
志

後
藤
田
公

一

平
田
彰
三
郎

岸
　
　
憲
ツい伯

森
上
　
　
修

常
任
理
事
　
元
本
　
　
日曰

岡
　
　
道
信

吉
成
　
　
徹

正
木
　
孝

一

大
西
　
史
朗

矢
野
　
兵
治

郷
司
　
英
治

柳
澤
　
　
尚

阿
部
　
清

一

近
藤
誠

一
郎

廣
田
　
秀
夫

鎌
田
　
俊
文

丼
口
　
昭
則

山
田
　
高
大

下
　
　
祥
造

一九
‘不
　
滴
〓
大

寺
内
　
義
幸

勢
喜
　
清
則

数
藤
　
政
則

富
永

　

博

田
邊
　
光
江

島
崎
　
盛
介

岩
本
利
志
美

鈴
木
　
忠
彰

西
　
　
幸
男

松
家
　
和
由

大
岡
　
士
郎

森
本
　
秀
明

池

北
ｒｌ「Ｔ
向
田

一
坂

武
田
　
部
雄

坂
本
　
博
文

顧 相
言炎

問 役

高 櫛 近 五 小 河 網 井 山 近
岡 木 藤 島 川野 本 上 本 藤

智 好  光 嘉 利 浩  一 貞
也 llF]力 倍 誉 一 幸 章 人治

森 湯 立
上 浅 石

幸 文 秀
弘 健 久

理

事

平 山 七永 鈴 渡 歌 糸 墨 吉 長 山
松 高 條 井 木 邊  林 山井 江 本

剛 可 和  宣 忠 一 且   祥 良
治 継 子 齊 康 之 洋 仁 巌 宏 子 陣

監

　

事

・難
攘
【

正 正
和 一 賞

会場風景会場風景

① 定期総会と県人の集い

大阪新阪急ホテル

1藍ΣI同窓会
プ ラ ン

阪急・地下鉄「梅田駅」

すぐ、JRI大阪駅」前の

駅近便利な会場にて

ゆったりと2時 間30分

楽しいひとときを

お過ごしいただけます

1名様〈飲み放題付〉

8,500円篤‐
(サ ービス料 ,肖 資,む

弁
　
護
　
士

凸 /修盪 笏

空
訓
用
資
材
製
造
販
売

株
式
会
社

大
設

代
表
■
締
役

大

西

宏

尚

∧
本

社

・工

場

Ｖ

〒

五
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九
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東
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角
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丁

目
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号

Ｔ
ｅ
ｌ
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〇

七
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九

六

五
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〇
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九
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Ｆ
ａ
ヽ

（
〇

七

二
）
九

六

三

―
九

七

一
二

∧
徳

島

工
場
Ｖ

〒
七
七
九

―
四
七
〇
二
　

徳
島

県

三
好

郡
東

み
よ
し
町
西
庄
字

岩
神

一
一
―

一

Ｔ
ｅ
ｌ
八
〇
八
八
三
）
八
七

―
七
五
五

一
　

Ｆ
ａ
ｘ
＾
〇
八
人
三
）
八
七

―
七
五
五
二

0

OSAKA

あ

み
　
　
　
　
も
レ
一　
　
　
　
ひ
ろ
　
　
　
　
ゆ
き

網

本

浩

幸

（徳
島
交
流
大
使

・
大
阪
天
水
迪
）

ア
イ
マ
ン
総
合
法
律
事
務
所

・
代
表

株
式
会
社

ニ
ュ
ー

・
オ
ー
タ
ニ

取
締
役

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
大
阪
　
総
支
配
人

細

山

雅

利

阿
波
踊
り

（年
十
由
演
可
能
）

関
西
阿
波
お
ど
り
協
会
所
属

大
阪
夭
水
逹

連
長

廣

田

秀

夫

徳
島
交
流
大
使

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
常
任
理
事

携
帯
　
〇
九
〇
（八
九
三

一
）六
六

一

株
式
会
社
　
栄
　
光

代
表
取
締
役

近

藤
　
誠

一
郎

〒
耐

０００３

大
阪
市
福
島
区
福
島
人
丁
目
十
六
番
十
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
六
―

六
四
四
二
―
七
三
〇
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

Ｏ
六
―

六
四
四
二
―
七
三
０
三

囲
日
日日
□
四

（故
称
略
）

［個
人
会
員
Ｔ
出
身
地
）

藍
住
町
　
岡
村
　
啓
介

井
川
町
　
一騰
本
ふ
み
子

阿
南
市
　
仲
飯
　
寛
雄

海
陽
町
　
勝
浦
　
大
順

阿
渡
町
　
正
木
　
義
夫

一令
和
４
年
８
月
末
現
在
一

(順不同)

ご予約・お問い合わせ 〈宴会部セールス〉

TEL:06…6372‥ 6510
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徳島県人会近畿連合会 総会資料
□
総
会

一　
　
門”
〈ム

一　
会
長
あ
い
さ
つ

一　
徳
島
県
知
事
あ
い
さ
つ

一　
来
賓
祝
辞

一　
祝
電
披
露

一　
議
事

令
和
３
年
度
事
業
報
告

令
和
３
年
度
収
支
決
算
報
告

令
和
４
年
度
事
業
計
画

令
和
４
年
度
収
支
予
算
計
画

一　
功
労
者
表
彰

□
県
人
の
集
い

一　
乾
杯

一　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
　

・

一　
謝
辞

一　
抽
選
会

日時 :令和 4年 9月 4日  12145～  ホテルニューオータニ大阪2階

令和3年度事業報告
コロナ禍の中、役員をはじめ会員皆様方のご協力、ご支援により次の事業を実施し、

会員相互の親睦を図るとともに郷土徳島とのつながりを一層深めることができました ,

令和4年度事業計画
コロナ禍ではあ|)ま すが、会員相互の親畦を深め、なお一層の会員の増強を図|り 、

ふるさと徳島との絆をより深めていくため次の事業を行います
=

(単位 :円 )

令和3年度収支決算書

(単位 i円 )口 支出の部 (単位 :円 )イ  収入の部 (単 位 :円 )口 支出の部イ 収入の部

事 業 名 ロキ  lil 場   所 参加 人員 摘   要

定期総会と県人の集
V｀

令和 3年9月 12 FI
ホテルニューオー
タニ大阪

中止

新春互社 会 令和4年 3月 6日 大阪新阪急ホテル 40人

第11回 阿波お ど |,見

字 バスツアー
令和 3年 8月
15-16日 徳島 市・鳴門市 中止

第17回 関西す だち会
ゴル フコンペ 令和 3年 5月 20日

東城陽ゴルフ倶楽
キ|`

14名 優勝 平 田彰三郎

第18回 関西すだち会
ゴルフコンペ 令和3年 9月 16日

茨木高原カンツリ
ー倶楽部

30人 優勝 土井池悦治

近畿 とくしま歴 [t講

座
令和4年 3月 13日 た阪歴史博物館 70人

三好長奏の後継者 ―

義興 と義嗣

役 員会 令和3年 5月 11日 普面会議

しらさぎ会 随時 (春季  夏季 冬季 , 中止

機関紙「近畿とくし
ま」の発行

令和3年 9月 12日 第95号

激励金の贈呈
夏 甲子日出場

令和3年 8月 2日

令和4年 3月 17日
郵 送

夏 「1南光高校

春  鳴門高校

激励金の贈呈 1全国高
性 ラグビー大会

イ■|]3年 12月 25日 奈良 日航 ホテル 城東高校

第17回 全国徳
会連合会総会

島県 人
令和 3年8月 10日 電:島 ビル会議室 web会議

事 業 名 時   期 場   所 摘  要

定期総会と県人の集 令和4年 9月 41」 ホテルニューオータニ大阪

新年互礼会 令和5年 1月 14日 大 阪新阪急 ホテ ル

第11

学バ
回阿波お どり見
スツアー

令和 4年 8月
15ヽ 16日

徳 島市・二好 市 参加者・16名

第19回 関西すだち会
ゴルフコンペ 令和4年 5月 19日 東城陽ゴルフ倶楽部 優勝 ・南 山智英

第20回関西すだち会
ゴルフコンペ 令和4年 9月 29日 茨木高原カンツリー倶楽部

近畿とくしま歴史講
座

令和5年 未定

役員会 令和4年 5月 ]3日 ハー トンホール 参加者 22人

しらさぎ会 随時 (春季 ・夏季 ・冬季 )

機関紙「近畿とくし
ま」の発行

令和 4年 9月 4日 第96号

高校野球甲子園出場
校 't励 金の贈呈 令和4年 8月 9 EI 郵 送

夏 鳴門高校

春

全国 ラグ ビー大会出
場校 激励金の贈呈

令和4年 12月

第18回 全国徳島県人
会1,合会総会 令和4年 9月 4日 ホデルニューオータニ大阪

科    目 決 算 額

1 役 員 維 持 会 費 1,635.000

2 事  業  費 479500

内
　
訳

定 期 総 会

新 年 互 礼 会 440000

近畿とくしま|(査 史講座 39,500

3 機  関  紙 120.000

4 HPバ ナー広告 9,000

5 預 金 利 息 21

6 入  会  金 12.000

7 本部会員年会費 332,000

8 寄  付  金 260,000

9 雑  |1又   入 91743

10 繰   i,t  金 2.222.808

合   計 5,162,072

科    目 決 増 額

l事 業 費 732.832

内
　
訳

定 期 総 会

新 年 互 礼 会 665,452

協賛事業助成金

近畿とくしま歴史講座 67380

2 機  関  紙 858()0

3  高校野球等i牧励金 80000

4 経  常  費 2113.692

5 HP維 持 費 66000

6 予  備  費

7 繰  越  金 2.083.748

合   計 5,162,072

科    目 本年度予算額

1 役 員 維 持 会 費 2.148.000

2 事  業  費 4.075.000

内

　
訳

定 期 総 会 3.000,000

新 年 二 礼 会 1.00000()

近畿とくしま歴史講座 75,000

3 機  関  紙 600.000

4 HPバ ナー広告 10.000

5 預 金 利 息 20

6  入  会  ,金 100000

7 本部会員年会費 35000()

8 寄  付  金 3000()0

9  栞1上   |1又    入 100000

10 繰   越  金 2,083.748

合   計 9.766.768

千1・     目 本年度予算額

l事 業 費 5190000

内
　
訳

定 期 総 会 3,890,000

新 年 互 社 会 1,00(),000

協賛事業助成金 2()(り 000

近畿とくしま歴史講座 100,000

2  機  関  1lt 210000

3  高校野球等激励金 800()0

4 経  常  費 3030.()00

5 HP維 持 費 130.000

6 予  備  費 26.768

7 繰  越  金 1.100.000

合   計 9.766.768

株式会社 ダ イ フ ジ

代表取締役 藤  原  安  雄

〒561中0852
豊中市服部本町4丁目 1番 10号

TEL(06)4866‐ 2800(代 )

FAX(06)4866… 1 1 18

岸 憲 治法 律 事 務 所

弁護士 岸  憲 治

〒530-0047
大阪市北区西天満4丁目 15番 18号

プラザ梅新708号
TEL(06)6365‐ 9249
FAX(06)6364… 1061

令和4年度収支予算書



No 96近 畿 と く し ま15)令 和 4年 9月 4日

近畿とくしま歴史請塵
近
数
と
く
し
ま
歴
史
を
型
る
事
業

薦

「
三
好
氏
の
歴
史
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
ヘ
」
へ
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
三

好
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ク
と
主
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
ふ
る
さ
と
の
歴
史

（
三
好
長

慶
の
顕
彰
）
を
辿
る
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。

会場風景

徳
島
県
人
会
近

畿
連
合
会
主
催
の

第
１４
回
「
近
畿
と

く
し
ま
歴
史
講
座
」

が
３
月
１３
日
（日
）

午
後
２
時
か
ら
大

阪
歴
史
陣
物
館
４

階
講
堂
で
開
催
さ

れ
、
参
加
者
７０
余
名
が
阿

波
徳
島
出
身
の
戦
国
武
将

三
好
長
慶
を
主
人
公
に
し

た

ヽ
三
好
氏
の
歴
史
を

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
に
＝

～
の
テ
ー
マ
で
年ヽ
び
士
まし
た
。

堺
ち
く
ち
く
会
の
大
満
雅

美
さ
ん
の
司
会
で
近
畿
連

合
会
木
岡
清
会
長
の
主
催

者
挨
拶
に
続
き
、
歴
史
講

座
定
呑
と
な
っ
た
「
我
ら
が

長
慶
公
」
の
唄
が
技
露
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
琴
音

け
い
子
さ
ん
（メ
ロ
デ
ィ
レ
コ

ー
ズ
）の
「あ
ヽ
三
好
長
度
」

の
歌
が
披
露
さ
れ
、そ
の
後

長
屋
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
に
＝

～
七
一コ
一
息
、
七
「
二
た
押
Ｌ
で
～

（縁
の
下
の
力
を
結
集
し
て
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会

（関
西
）
会
長

邊
見
　
公
雄

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
日
会

長
や
熊
埜
御
堂
理
事
に

「
２
０
２
５
年
大
阪
関
西

万
博
の
年
こ
そ
大
河
の
ヒ
ー

ロ
ー
は
長
慶
し
か
い
な
い
」
と

強
調
の
為
小
野
沢
緊
光
院

住
職
、菅
原
顕
本
寺
住
職

さ
ん
始
め
関
西
長
慶
会
の

皆
様
方
と
訪
問
，
御
多
忙

中
、山
口
、仁
木
両
議
員
も

駆
け
付
け
て
く
だ
さ
り
、

理
世
安
民
の
旗
印
、
文
武

両
道
の
傑
物
と
。

ま
た
、大
河
に
は
ヒ
ロ
イ

ン
が
必
要
と
の
考
え
で
、
７

月
１６
日
に
長
班
の
妹
で
千

利

体

の
妻

妙

さ

ん

の

４
５
０
年
遺
忌
法
要
、
学

習
会
、
茶
会
が
三
好
家
ゆ

か
―，
の
親
族
や
徳
島
経
済

同
友
会
の
三
好
氏
、
田
中

氏
、坂
田
氏
も
加
わ
り
、厳

か
に
和
や
か
に
判
り
行
わ

れ
ま
し
た
ｔ
お
茶
会
は
千

住
博
画
伯
の
障
壁
画
の
前

で
釣
竿
斎
の
茶
杓
な
ど
の

揃
い
。
お
軸
は
先
々
代
住
職

の
筆
で
「
一無
位
真
人
」
ｔ
全

員
の
御
焼
香
の
後
、
都
山

流
の
お
二
人
が
尺
八
の
奉

納
演
奏
，
狩
野
永
徳
の
襖

絵
な
ど
寺
内
を
見
学
ｔ
長

慶
と
そ
の
横
に
並
ぶ
利
休

の
墓
参
〓

ま
た
、
７
月
に
は
吉
村

大
阪
府
知
事
、
松
井
大
阪

市
長
が
特
別
顧
間
に
就
任

さ
れ
ま
し
た
．
副
会
長
の

永
藤
堺
、浜
田
高
槻
、東
坂

大
東
、
東
四
条
畷
の
４
市

長
に
加
え
更
に
強
力
な
援

軍
、会
員
一同
、
■
気
高
揚

し
て
お
り
ま
す
，
ま
た
「
歴

史
秘
話
ヒ
ス
ト
リ
ア
」
や

「
そ
の
時
歴
史
が
動
い
た
」

な
ど
長
廃
が
テ
ー
マ
の
番

本国会長

ボ

鈴
木
忠
彰
さ
ん
の
日
の
声

で
第
２
部
に
移
り
ま
し
た
。

第
２
部
は
「
令
和
３
年

度
三
好
長
慶
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会

（関
西
）総
会
」
が
行
わ
れ

まよ
‐し
｛た^
．

第
３
部
は
飯
盛
城
跡
国

史
跡
指
定
記
念
事
業
実
行

委
員
会
委
員
長
の
糸
川
千

恵
子
さ
ん
か
ら
事
業
報
告

が
あ
り
ま
し
た
‥

第
４
部
は
「
二
好
長
慶

の
後
継
者
上
我
興
と
義
嗣
」

と
題
し
て
天
野
忠
幸
氏

（天
理
大
学
文
学
部
准
教

授
）か
ら
９０
分
に
わ
た
っ
て

詩
演
が
あ
り
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策

が
徹
底
さ
れ
た
会
場
で
、

参
加
者
の
皆
様
は
質
問
等

を
し
な
が
ら
熱
心
に
聞
き

入
っ
て
お
り
ま
し
た
‘

組
も
放
映
さ
れ
、
視
聴
率

も
高
か
っ
た
よ
う
で
大
河
ヘ

の
地
な
ら
し
の
予
感
も
〓

し
か
し
ラ
ィ
バ
ル
は
多
く́

油
断
大
敲
．．実
は
私
が
観

光

大

使

の
赤

穂

市

も

２
０
２
０
東
京
五
輪
に

「
テ
ロ
リ
ス
ト
で
は
な
く
忠

臣
」
と
外
国
人
に
理
解
し

て
も
ら
う
べ
く
頑
張
っ
た
が

「
５
回
目
は
も
つ
と
後
で
も
」

と
去
な
さ
れ
た
苦
い
思
い

出
も
っ
幸
い
城
ブ
ー
ム
も
あ

り
勝
端
、芝
生
、
脇
な
ど
長

慶
縁
の
城
を
大
東
長
慶
会

の
河
村
氏
が
リ
ー
ダ
ー
で

訪
問
し
た
と
い
う
徳
島
新

聞
の
記
事
も
頂
い
た
。
色
々

な
所
で
諸
々
の
狼
煙
が
挙

が
っ
て
い
る
の
を
実
感
、
心

強
い
限
り
で
す
。

ゴ
ー
ル
は
間
近
、皆
様
ラ

ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
‐

◆
二
好
長
慶
公
一次
に
つ
い
て
の
学
び
を
…

阿
波
穂
島
へ
研
修
の
凍大

東
三
好
長
慶
会
代
表

河
村
　
共
之

台
風
が
九
州
か
ら
日
本

列
島
を
横
断
し
よ
う
と
伺

う
最
中
、
７
月
５
日
朝
、我

々
は
そ
れ
に
逆
ら
う
か
の

よ
う
に
徳
島
に
向
か
っ
た
し

誉
報
が
出
る
と
橋
は
（鳴

門
海
峡
大
橋
）
通
行
止
め

に
な
る
と
聞
い
て
い
た
が
、

特
に
そ
の
心
配
も
な
く
、

渡
り
切
っ
た
後
に
は
温
帯

低
気
圧
に
な
っ
た
と
聞
き
、

胸
を
撫
で
お
ろ
し
た
，

今
回
の
一つ
の
目
的
は
、

私
共
が
開
催
の
講
座
で
、

現
地
を
体
感
す
る
研

修
で
あ
る
．
徳
島
に
残

る
三
好
長
虜
公
ゆ
か

り
の
地
（城
）を
巡
り
、

往
時
の
三
好
武
士
た

ち
の
息
吹
き
を
感
じ

た
．そ
の
折
々
に
は
教

育
委
員
会
や
観
光
協

会
、
郷
土
史
家
の
皆
様

の
ご
説
明
を
受
け
、
興

味
深
く
見
学
す
る
こ

と
が
出
来
た
，

地
元
の
三
好
長
度
公
武

者
行
列
ま
つ
り
実
行
委
員

会

（会
長
・鈴
木
茂
幹
氏
）

の
皆
様
と
も
昼
飯
を
共
に

し
な
が
ら
懇
談
し
た
．
生

誕
の
地
・芝
生
城
、
終
焉
の

地
・飯
盛
城
が
更
に
交
流

を
図
り
、
友
好
の
輪
を
広

げ
て
行
こ
う
と
話
し
合
っ

た
で
そ
し
て
、
三
好
長
慶
公

武
者
行
列
を
意
義
深
い
も

の
に
し
、更
に
継
承
し
て
行

く
為
に
も
、
両
者
が
手
を

携
え
応
援
し
あ
っ
て
頑
張
っ

て
″付
こ
つヽ
―
レ
こ
“
ん
一
■

ま
た
、
三
好
市
高
井
市

長
様
、
美
馬
市
藤
田
市
長

様
、
両
市
長
様
と
も
ご
面

会
さ
せ
て
頂
け
る
機
会
を

得
る
こ
と
が
出
来
、
美
馬

市
で
は
我
々
を
迎
え
る
歓

迎
の
横
断
幕
を
掲
げ
て
頂

け
、参
加
者
、皆
は
感
激
し

た
三
二
好
市
で
は
市
長
様

が
１
時
簡
に
及
ぶ
時
間
を

割
い
て
頂
き
、参
加
者
一人
一

人
と
お
話
し
い
た
だ
き
参

加
者
全
員
が
感
動
し
た
．

多
少
ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
と
な
つ
た
が
、
中
味
の

濃
い
、
意
義
あ
る
阿
波
徳

島
へ
の
旅
と
な
っ
た
，
今
回

も
朝
日
新
聞
、徳
島
新
聞
、

池
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
記

事
掲
載
、
放
映
頂
き
三
好

長
慶
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

誘
致
運
動
の
一貫
と
な
れ
ば

幸
い
で
あ
る
．
メ
デ
ィ
ア
の

各
位
に
感
謝
し
た
い
〓

今わ・長慶公記

最初の天下人
三好長慶伝
生誕500年記念誌

三好長慶公生誕500年 を記念して

「三好長慶会」編集委員会・代表

出水康生氏が令和 3年 5月 25日 に

発刊 しました
=

優秀賞)受賞作

『われは鬼なリー十河一存f測

三日木 人著 郁朋社
9月 発刊

三好長慶の末弟であり、「鬼十河」「夜叉十河_1

将―|,可 又四郎一存の波i間の生涯。

`乞
ll
ノ穂島 △

ユヘ 幾連合会と縫偽 の 発展
■

ノヽ

ヽ′

距 (サ
!瞑不

第
６
口
回
渡
人
影
浄
鋼
璃

奈
良
兼
六
寺
公
演

日
時
／
令
和
４
年
１２
月
４
日

（日
）
１４
時
開
演

主
催
／
奈
良
徳
島
県
人
会

協
力
／
文
化
庁
、
全
国
徳
島
県
人
会
連
合
会

三
好
長
慶
を
大
河
ド
ラ
マ
に
＝

摂
河
泉
地
域
文
化
研
究
所
編

『河
内
飯
盛
城
―
三
好
長
慶
天
下
を
制
す
』

発
行

¨
山
本
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
出
版
部

Ａ
５
版

１６０
頁
　
頒
価
　
八
〇
０
円

連
絡
先

∽
ｏ
″
Ｆ
ｏ２
】ヽ

●
Ｉ
す
ｏ
９
８
し

浄
土
真
宗

称
名
寺

法
妥
、
家
族
募
相
談

集
会
所

¨
わ
泉
市
太
町
二
七
ん
番
地
入

代
表

伊

藤

智

誡

（
〇
七
二
工
）

ロ
ニ
ー
バ
〇
七
九

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会
理
事

株
式
会
社

カ
ス
タ
ム

代
表
取
締
役
　
　
木林
　
一小
　
未乃
　
山明

〒
「中
¨

た
阪
市
福
烏
区
吉
野
■
丁
目
十
三
―
十

一

電
話

ヽ
●
さ

六
四
六
〇

―

二
三
０

一

株
式
会
社

ハ
ン
ワ

代
表
取
締
役
　
　
一九
　
二ハ
・
」泊
一　
準大

〒
Ｉ
‐
げ

た
阪
府
茨
ホ
市
南

目
垣

二
―
五
―
三
八

Ｆ
Ａ
Ｘ
（〇
七
二
）
六
三
八
―

八

〇

八

三

携
　
帯

（〇
九
〇
）
三
〇
三

一
―
七
四
人
四

甲

旨

“
一

一
２

，日

ｏ
一
ｏ
〓

０

，
ｐ
●
４

Ｒ

【〓

Ｏ
Ｆ
Ｏ
〓

８

ビ

崎
滑 険 ェ

”
¨
載
「
ぃ

売． ン
妙
″
行
プ
レ
酬
郷
饉
斜
例
代
行
店

賞
島
実
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

義分

　

一〓

〒
部
―
晰

大
阪
府
泉
大
津
市
臨
海
町
１
１
３１

清

貝1

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（０
７
２
５
）
２
１
１
６
２
７
１

Ｆ
Ａ
ヽ

０^
７
２
５
）
２
１

１
９
３
７
３

携
　
帯

　
０
９
０
１
８
１
２
２
１
５
２
１
３

会場風景
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．
三
好
長
慶

Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

誘
致
推
進
協
議
会

（関
西
）役
員

会
　
長

邊
見
　
公
雄
氏

（一社
）全
国
公
私

病
院
連
盟
会
長

副
会
長

濱
田
　
剛
史
氏

（高
机
市
長
）

副
会
長
　
一果
坂
　
浩
一氏

（大
東
市
長
）

副
会
長

束
　
修
平
氏

（四
條
畷
市
長
一

副
会
長

永
藤
　
共
機
氏

（堺
市
長
）

副
会
長

大
松
　
桂
右
氏

（八
尾
市
長
）

顧
　
問

小
野
澤
虎
洞
氏

（緊
光
院
住
職
一

顧
　
間

口
島
　
碩
應
氏

（南
宗
寺
住
職
一

顧
　
問

岡
部
　
Ｈ
聡
氏

（妙
田
寺
住
職
）

特
別
顧
問

吉
村
　
洋
文
氏

大^
阪
府
知
事
）

特
別
顧
問

松
井
　
一郎
氏

一大
阪
市
長
）

者
団
体
の
主
な
行
事

［」
嘔Ⅲ（末
上
一寸
上
九
二
卜
己
心一年

，
■

委
員
会

令
和
３
年
６
月
帥
日
（日
）

第
９
回

元
長
忌

オ
ン
ラ

イ
ン
講
座

□
堺
・ち
く
ち
く
会

令
和
３
年
４
月
２
日
（全
）

連
歌
〈不
堺
市
南
宗
寺

令
和
３
年
７
月
３
日
（土
）

第
７
回

さ
か
い
三
好
奉
り

・堺
市
南
宗
寺

令
和
４
年
３
月
５
日
（土
）

第
９
回
歴
史
ウ
オ
ー
′

堺

市
内

□
三
好
芥
川
城
の
会

令
和
３
年
５
月
昴
日
（日
）

三
好
長
慶
石
像
除
幕
式
・

摂
津
峡
公
口

□
大
東
上
二
好
長
慶
会

令
和
３
年
１０
月
５
日
（火
）́

研
修
発
表
「
飯
盛
城
と
４

つ
の
出
城
」
現
地
案
内

令
和
３
年
１０
月
３０
（土
γ

３１
日
（日
一販
盛
城
跡
　
国

史
跡
指
定
決
定
記
念
「
三

好
長
慶
＆
飯
盛
城
フ
ェ
ス
タ
」

□
三
好
長
慶
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
誘
致
推
進
協
議
会

（関
西
一理
事
会

徳
島
ビ
ル
６
階
会
議
室
・６

回
開
催

な
ど
が
開
催
さ
れ
多
く
の

歴
史
フ
ァ
ン
が
参
加
し
ま

し
た
て

ｌｔ

慶

人

―――

ト

ラ

イ
化

ヽ

――

沢

食

無

１■
要

｝

誘
筆
椎
難
協
ま
長
ら

■

●

‐‐―‐‐
一
¨
′
■
■

一■
〓
■

・

●
●
Ｉ
●

１
３

■
―

・
に

，

一
Ｉ
ｔ

●
●

■
″
ヽ

＝

Ｈ

，
■

一
ｌ

ｔ
■

●
■

■

●
――‐
■
●

―

■
■
“
」
■

●

■

■
■

■
■
「

ヽ

■

●
■

●
ｔ

●
．イ

　

ー‐
■

●

■

一
■
■
一

１
●

■
■

一
●

Ｉ

Ｈ

ヽ
〓

，
●
■
■

●

二

ヽ
　

■

■

●

ｔ
十

■

■
Ｌ

〓

ヽ

１１
●

●
１１

●

■

ｒ

二

■

■

■

■

■

●
■

■

・■

　

一
０
■
■
Ｌ
一
一
■
一
■
―

■

叫̈
”

食
●

　

・

・
に
筆

）

で
〕″

■
清

り
織
中

会
長

二

■
●
■

一

，
、
■
ヽ

”
ヽ
Ｌ

■

一
１

■

‥

令
和
３
年

１１
月
２３
日

（火
・祝
）
、大
阪
城
公
国
内

の
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
施
設

『Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
ク
Ｔ
Ｔ
ホ
ー
ル
ク』

に
て
、
徳
島
県
と
吉
本
興

業
が
コ
ラ
ボ
し
た
イ
ベ
ン
ト

徳
島
×
笑
い
「
と
く
し
ま
っ

せ
―
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

阿
波
お
ど
り
や
漫
オ
、
ト

ー
ク
ラ
イ
ブ
な
ど
、
徳
島
と

吉
本
芸
人
が
コ
テ
ボ
し
た

ス
テ
ー
ジ
で
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
。
ま
た
、会
場
外

で
は
徳
島
名
物
が
い
ろ
い
ろ

集
ま
っ
た
『と
く
し
ま
っ
せ

―
ミ
ニ
マ
ル
シ
ェ
』
や
三
好
長

慶
武
者
行
列
写
真
撮
影
も

開
催
。
当
日
は
、約
８
０
０

名
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

次
回
は
、「阿
波
お
ど
り
」、

「
関
西
万
博
」
、
「
三
好
長

慶
」
の
３
つ
を
テ
ー
マ
に
皆

贔礼〆

一
●
■

●
一
ｒ
一
■
・　
‐
一
●
一
●
一
　

一̈

■
■

●
■
■
●
■

一■

●
二

■
占

一
●

，
Ｉ
ヽ
　
　

，議
・■

一

・■

―…‐

■

∴

■

ニ
ー

ー

■
　

■

一
■

．

■

■

一

■

●
二

●

メ
．

‐

Ｉ

■

■

ｉ

↓
一

一
二
●

■

●
―

■
Ｆ
■

■

チ

¨
　

■

１

・
　

　

一〓

‐

ム
■

―

〓
■
．
一■
ヽ
二
∵
∵
、
　
．
、

一一
一〓
〓〓●
一
●
一
一
■
　
〓
―
　
・一
一■

」Ｆ■・
　
十
■
一■ヽ
‐■
●
一■
　
　
．１

‐一

■

“
●
〓
一

・―

．―
■
■

・

●
―
■

，

■
一‐
●

■

■
●
●
■

■

■
一
一
一
一
●

●
■

〓
■
　
・
ド
Ｆ

■
、
〓

一

〓
二

‐′
‐
‐

■
ぺ■
●
●
■

●
　
一
●

■
●
●

「
●
ｔ

一
　

●
■
■

一　
■
●
●

■
●
●
■
■

‘１

　ヽ
Ｌ
Ｉ

〓
　
、
一
●
■
■
・■
■
１
一
　

‐
〓
一
　
　
　
　
　
・
Ｉ
Ｉ
〓

と

Ｃ

し

ま

っ
せ

ノ

C00L JAPAN PARK ・TTホ ール

さ
ま
が
楽
し
め
る
よ
う
な

体
験
型
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
参
り
ま
す
の
で
、
是
非

お
越
し
下
さ
い
．

令和4年 5月 徳 島新間の掲載会場風景三好長慶武者行列写真撮影

姜
し1

第18回・第19回関西すだぢ会ゴル7コンペ
，

一

■
一
一
一・

・

ラ
グ
ビ
ー

甲
子
園

高
校
野
球
の
支
援
金
贈

呈
は
「
ま
ん
延
防
止
法
」
で

ホ
テ
ル
を
訪
れ
る
こ
と
が
で

き
ず
に
夏
、
春
と
も
代
表

校
に
郵
送
い
た
し
ま
し
た
ｔ

□
第
１
０
１
回
全
国
高
等

学
校
ラ
グ
ビ
ー
フ
ツ
ト
ボ
ー

ル
大
会
の
徳
島
県
代
表
に

な
っ
た
、徳
島
県
立
城
東
高

校
ラ
グ
ビ
ー
部
に
、徳
島
県

人
会
近
畿
連
＾
日
会
の
本
岡

会
長
か
ら
支
援
金
を
送
り

ま
し
た
。

令
和
３
年
１２
月
２５
日
午
前

１１
時
３０
分
、
５
年
連
続
１５

阿
日
出
場
の
城
東
高
校
が 城

東
高
校

夏

・
阿
南
光
高
校
　
春

・
鳴
門
高
校

宿
泊
す
る
奈
良
市
内
の
宿

舎
を
訪
た
木
岡
会
長
が
整

列
し
た
代
表
選
手
を
前
に

応
援
・激
励
し
、支
援
金
を

岡
秀
真
主
将
に
手
渡
し
ま

し
た
こ
最
後
に
同
主
将
よ

り
大
会
へ
の
抱
負
と
決
意

表
明
が
あ
り
ま
し
た
。
な

お
１
回
戦
で
鳥
取
県
代
表

の
米
子
工
業
高
校

（
４
大

会
連
続
１１
回
Ｈ
出
場
）と

対
戦
し
、

７０
対
０
で
勝
利
、

２
回
戦
で
は
、
前
回
準
優

勝
の
京
都
成
章
高
校
と
対

戦
し
、
７
対
∞
と
書
戦
し

ま
し
た
。

■

甲
子
曰
代
表
機
な
ど
に
支
援
盆
贈
塁

□
第
１８
回
関
西
す
だ
ち
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
令
和
３
年

９
月
１６
日
（木
）茨
木
高
原

カ
ン
ツ
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催

さ
れ
、参
加
者
３０
名
が
ブ
レ

ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。
台

風
１４
号
の
影
響
が
前
日
ま

で
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、当

日
は
曇
り
の
ち
晴
れ
の
天

候
で
秋
の
さ
わ
や
か
な
高

原
の
風
を
う
け
て
、楽
し
く

懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
ブ
レ
ー
は
ダ
ブ

ル
ベ
リ
ア
方
式
で
日
ご
ろ
の

腕
を
競
い
ま
し
た
。

優
勝
・上
井
池
悦
治
さ
ん

（美
馬
市
ふ
る
さ
と
会

一

Ｇ
８９
・Ｈ
鵬
・Ｎ
７２２
）

２
位
・森
上
修
さ
ん

（桜
陵
会

一

Ｇ
９８
責
ν
Ｎ
囲
）

３
位
・蘇
鉄
本
稔
さ
ん

（美
馬
市
ふ
る
さ
と
会

一

Ｇ
８４
・Ｈ
ｌ０８
・Ｎ
観
）

感
染
症
対
策
の
為
、
懇

親
会
は
な
く
プ
レ
ー
終
了

後
各
自
解
散
と
し
、
和
や

か
に
第
１８
回
を
終
え
ま
し

た
。
入
賞
者
へ
の
賞
品
（郷

土
名
産
品
）
は
後
日
郵
送

さ
れ
ま
し
た
．^

□
第
１９
回
関
西
す
だ
ち
会

ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
が
令
和
４
年

５
月
１９
日
（本
）
京
都
府
・

束
城
陽
Ｃ
Ｃ
で
ｂ
名
が
参

加
し
プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま

し
た
。
初
参
加
２
名
の
方

も
ふ
る
さ
と
を
同
じ
ど
すヽ

る
皆
さ
ん
と
交
流
を
深
め

て
く
れ
ま
し
た
し
プ
レ
ー
後

解
散
し
、
人
賞
者
に
は
後

ほ
ど
郷
上
の
名
産
品
が
送

ら
れ
ま
し
た
。

人
賞
者

優
勝

一
南
山
智
秀
さ
ん

（近
畿
井
川
ふ
る
さ
と
会

一

Ｇ
８５
、
Ｈ
‐０８
・Ｎ

７４２
）

２
位

一
肥
後
　
清
さ
ん

（近
畿
井
川
ふ
る
さ
と
会

¨

Ｇ
８８
・Ｈ
‐１４
７
Ｎ
７３６
）

３
位

一
梶
よ
お
子
さ
ん

（美
馬
市
ふ
る
さ
と
会

一

Ｇ
叩
Ｈ
服
Ｎ
獅
）

第18回 関西 すだち会 コル フコンペ

第19回 関西 すだち会 コル フコンペ

・ヽ

′

・
　

　

・
．
■

■
●

・
ヽ
一

ィ
ｒ

　

　

．
一
●

●

●
●

一一
●

■

●

・
　

　

．●
●
・

●
■

一
　

　

一―

■
■
一
　

　

一

●
一一
〓
」

，

■
■

／
ヽ

．

全国高等学校ラグビーフットボール大会徳島県代表 城東高校ラクビー部に激励金贈呈

令和 4年 9月 4日
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濶
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近畿連合会は、関係団体に参加し親睦・交流・協賛活動を進めております。

令和3年度後半～令和4年度における熱
み
よ
し
絋
畿
ふ
る
省
と
会

会
長
に
配
准
し
て

仄橙:

Я:||‐鶴筆‐,
1筆な1燻_
慾::1.:感 :、

飲軋

こ
の
度
、
東
み
よ
し
近

畿
ふ
る
さ
と
会
　
糸
田
川

前
会
長
の
後
任
と
し
て
会

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

川
原
春
幸
で
ご
ざ
い
ま
す
．

私
は
県
西
部
の
旧
三
加

茂
町
の
出
身
で
あ
り
ま
し

て
４０
年
近
く
大
阪
に
て
会

社
勤
め
を
し
て
お
り
ま
し

た
が
、
４
年
前
に
大
阪
と 川原会長

□
堺
徳
島
県
人
会

， ＾
本
二
人　
　
十
↑
［
円
　
　
ｉｉ‐ｉ”
一

開
催

日
　
令

和

１
年

５

月

２２

日

（
日

一

ホ
テ
ル
リ
バ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

で
開
催

Ｅ
大
阪
香
川
県
人
会

開
催
日
　
令
和
４
年

５
月
五
日
（土
）

ホ
テ
ル
日
航
大
阪
で
開

画Ｆ

□
京
都
徳
島
県
人
会
通
常

総
会

（会
長
　
森
　
正
彦
）

開
催
日
　
令
和
４
年

７

月

１０

日

一
日

し

か
ら
す
ま
京
都
ホ
テ
ル

で
開
催

□
奈
良
徳
島
県
人
会
（２０

周
年
記
念
）
総
会

（会
長
　
本
出
　
良
じ

開
催
ロ
　
ム「
和
４
年

７
月
１６
日
（土
）

大Ｉ
Ｌ
一口
′１
一ヽ
ル
ニ小
テ
ル
で

開
催

（そ
の
他
、
近
畿
県
外
の

県
人
会
）

嘔
中
部
徳
島
県
人
会
総
会

開
催
日
　

ｐ^
和
４
年

６
月
Ｅ
日
（日
）

名
古
屋
市

□
全
国
徳
島
県
人
会
連
合

会
総
会
（
ｗ
ｅ
ｂ
）

開
催
日
　
令
和
３
年

８
月
１０
日
（火
）

各
事
務
所

□
近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と

会
総
会

（会
長
　
井
口
　
昭
則
）

開
催
日
　
令
和
３
年

１１
月
２７
日
（土
）

□
東
み
よ
し
近
畿
ふ
る
さ

と
会
総
会

（会
長
　
川
原
　
春
幸
一

開
催
日
　
令
和
１
年

７
月
９
日
（■
）

な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
う
お
ま

ん
で
開
催灘

れ鸞

一」
城
南
高
校
・Ｆ
Ｓ
会
近
畿

支
部
総
会
（城
南
高
校
）

開
催
日
　
／、ｗ
和
３
年

９

月

５

日

（
日

）

□
芳
越
会
同
窓
会
近
畿
支

部
（脇
町
高
校
）

開
催
日
　
令
和
３
年

Ю
月
１６
日
（土
）

徳
島
の
２
拠
点
活
動
を

始
め
ま
し
た
。
モ
ッ
ト
ー

（活
動
の
コ
ン
セ
ツ
ト
）
は

『地
域
の
チ
カ
ラ
で
都
会
に

潤
い
を
―

都
会
の
チ
カ
ラ

で
地
域
に
活
力
を
＝
』
と

し
て
徳
島
県
西
部
と
都
会

の
橋
渡
し
役
に
微
力
な
が

ら
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
―，
ま
す
¨

県
西
部
で
は
２
０
１
８

年
の
世
界
農
業
遺
産
へ
の

認
定
を
は
じ
め
、
観
光
庁

認
定
の
「観
光
固
」
、農
林

水
産
省
認
定
の
「
食
と
農

の
景
勝
地
」
と
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
応
の
「ト
リ
ブ
ル
認

定
」
を
受
け
た
「
日
本
で

唯
一の
地
域
」
と
な
り
ま
し

た
．
が
、
し
か
し
こ
の
度
の

コ
ロ
ナ
禍
を
ま
と
も
に
受

け
地
域
で
は
大
き
な
ダ
メ

ー
ジ
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
態
を
な
ん
と
か
せ

ね
ば
と
の
思
い
か
ら
も
若

輩
者
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

今
ま
で
の
経
験
を
生
か
し

て
全
力
を
挙
げ
て
徳
島
県

の
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
〓
皆
様
の
ご
支

援
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

会
長

川
原

春
幸

最
後
に
な
り
ま
し
た
が

会
員
各
位
の
今
後
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
祈
念
い

た
し
ま
し
て
新
任
の
あ
い

さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
′、

２
０
２
２
年
５
月
２

日
（日
一
１２

一
∞
ヽ
堺
徳

島
県
人
会
第

・１３
回
総
会

が
堺
市
の
ホ
テ
ル
リ
バ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
に
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
，

コ
ロ
十
禍
に
よ
―，
３
年
ぶ

り
の
開
会
と
な
り
、
久
し

ぶ
―，
の
再
開
で
皆
さ
ま
の

話
も
弾
み
ま
し
た
．

ご
来
賓
に
、
徳
島
県
庁
か

ら
は
、
酒
池
由
幸
副
知
事

が
、
開
西
本
部
か
ら
は
、
正

木
孝
一本
部
長
が
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
徳
島
県
人
会
近

畿
連
合
会
、糸
田
川
廣
志

副
会
長
は
じ
め
来
賓
の
方

々
が
ご
出
席
く
だ
さ
―，
、ご

祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
漫
オ
、

カ
ラ
オ
ヶ
で
盛
―，
上
が
り
、

最
後
は
や
は
り
阿
波
お
ど

り
で
す
．

関
西
阿
波
お
ど
り
協

会
、
南
大
阪
連
に
よ
る
情

成
お
ど
り
を
披
露
、
そ
し

て
会
場
全
員
で
総
お
ど
り

を
行
い
、久
々
の
阿
波
お
ど

り
で
楽
し
み
ま
し
た
〓
結

び
に
「
故
郷
」
を
全
員
で

合
唱
し
、故
郷
徳
島
を
懐

か
し
み
問
会
し
ま
し
た
‘

報
告
　
堺
徳
島

事
務
局
　
寺
内

'‐ ,1空罐 ..

堺徳島県人会阿波踊り堺徳島県人会
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関西阿波おどり協会所属逹16逹
楽
酔
連

大
阪
天
水
連

て
ん
ば
ら
み
と
ら
連

な
に
わ
連

に
し
き
連

は
な
し
か
連

南
大
阪
連

加
古
川
め
ち
ゃ
楽
連

神
戸
ち
る
ど
連

神
戸
楠
公
連

神
戸
六
甲
連

西
明
石
海
峡
連

は
り
ま
め
ち
ゃ
楽
連

姫
路
城
東
連

深
雪
連

大
仏
連

関
西
阿
波
お
ど
り
協
会
事
務
局

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

連
長

角
　
克
也

廣
田
　
秀
夫

西
田
　
莱
保
子

並
木
　
哲
士

福
田
　
信
枝

笑
福
亭
　
學
光

安
東
　
圭
介

栗
本
　
久
子

河
野
　
博
文

福
多
　
雅
英

松
家
　
清

皆
木
　
秀
子

猪
井
　
良
幸

藤
井
　
春
義

古
屋
　
英
子

森
　
正
彦

県

　

人
　

＾
事

日
　

歯

　

全

イ i

ζ

鰈

′

ふるさと縫島と穂島県人会重装連合会の発展をお新りします
(,lh頁不同)
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近
畿
神
山
会

総
会
開
催
日

二
〇
三
二
年
十

一
月
二
十
日
０

場
所

ホ
テ
ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪

会
長
　
柳
　
澤

尚

（神
山
町
出
身
）

徳
島
県
立

近
畿
至
誠

川
島
高
校
同
窓
会

〈
〓

総
会
開
催
日

二
〇
三
二
年
十
月
二
十
九
日
ω

場
所

新
阪
急
ホ
テ
ル

会
長
　
下
　
　
　
祥
　
造

（
吉
野
川
市
出
身
）

徳
島
県
立
池
田
高
校
同
窓
会

桜
陵
会
近
畿
支
部

総
会
開
催
日

二
〇
三
二
年
七
月
二
十
四
日
０

中
止

支
部
長
　
一具
　
野

春
　
美

（三
好
市
出
身
）

近
畿
三
好
ふ
る
さ
と
会
連
合
会

総
会
開
催
日

未
定

会
長

上

浦

文

雄

（三
好
市
出
身
）

近
畿
阿
波
池
田
ふ
る
さ
と
会

総
会
開
催
日

未
定

会
長

上

浦

文

雄

（三
好
市
出
身
）

近
畿
か
つ
う
ら
ふ
る
さ
と
会

総
会
開
催
日

未
定

会
長

山

本

政

博

（勝
浦
町
出
身
）

近
畿
美
馬
市
ふ
る
さ
と
会

総
会
開
催
日

二
〇
二
二
年
十

一
月
十
二
日
●

場
所

太
間
園

会
長
　
井

口
　
昭
　
則

（美
馬
市
出
身
）

徳
島
県
立
阿
波
西
高
校
同
窓
会

近
畿
く
ち
な
し
会

総
会
開
催
日

未
定

会
長

笠

井

英

彦

（阿
波
市
出
身
）

徳
島
県
立
阿
波
高
校
同
窓
会

近
畿
阿
波
松
契
会

総
会
開
催
日

二
〇
三
二
年
十
月
二
日
０
　
十
二

時
受
付

場
所

大
阪
キ
ャ
ツ
ス
ル
ホ
テ
ル

中
央
区
天
満
橋
京
町
〓

会
長

正

木

義

夫

（阿
波
市
阿
波
町
出
身
）

徳
島
県
立
城
南
高
校
同
窓
会

旧
徳
中
城
南
高
校
同
窓
会
近
畿
支
部

城
南
Ｆ
Ｓ
会

総
会
開
催
日

二
〇
三
二
年
十
月
十
六
日
０

場
所

中
央
電
気
倶
楽
部
５
Ｆ

会
長
　
武
　
田

邦
　
雄

（徳
島
市
出
身
）

東
み
よ
し
近
畿
ふ
る
さ
と
会

総
会
開
催
日

二
〇
二
二
年
七
月
九
日
］

場
所

な
ん
ば
パ
ー
ク
ス
　
う
お
ま
ん

会
長

川

原

春

幸

（東
み
よ
し
町
出
身
）

近
畿
井
川
ふ
る
さ
と
会

総
会
開
催
日

未

定

会
長

近

藤

貞

治

（三
ゞ
市
出
身
）

那
賀
町
近
畿
ふ
る
さ
と
会

給
会
開
催
日

未

定

会
長

曽

川

幸

雄

（那
賀
町
出
身
）

平
家
の
郷
か
ず
ら
橋
会

総
会
開
催
日

未
定

会
長
　
井
　
上
　
　
　
恵

（三
好
市
出
身
）

徳
島
県
立
富
岡
西
高
校
同
窓
会

牛
岐
同
窓
会
京
阪
神
支
部

総
会
開
催
日

未
定

支
部
長

松

田

嘉

成

（阿
南
市
出
身
）

関
西

・
阿
南
ふ
る
さ
と
会

〈会
員
募
集
〉
関
西
在
住
の
阿
南
市
に
ゆ
か
り
の

あ
る
方
で
郷
土
と
の
連
携
を
深
め
、
阿
南
市
の
振

興
発
展
に
こ
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
会
費
は
無
料
で
す
。

関
西
・阿
南
ふ
る
さ
と
会
事
務
局

（阿
南
市
役
所
ふ
る
さ
と
未
来
課
内
）

電
話

　
０
８
８
４
，２
２
，７
４
０
４

近
畿
三
野
ふ
る
さ
と
会

総
会
開
催
日

禾
定

会
長

鈴

木

忠

彰

（三
好
市
出
身
）

ふ
る
さ
と
会
、
同
窓
会
皆
様
の

ご
出
席
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

徳
島
市
立
高
校
同
窓
会

関
西
支
部

総
会
開
催
日

二
〇
三
二
年
実
施
予
定

場
所

日
時
未
定

事
務
局
長
　
森

正
　
彦

（徳
島
市
出
身
）

徳
島
県
立
脇
町
高
校
同
窓
会

芳
越
同
窓
会
近
畿
支
部

総
会
開
催
日

二
〇
三
二
年
十
月
十
五
日
ω

場
所

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大
阪

支
部
長
　
井
　
回
　
昭
　
則

（美
馬
市
出
身
）

ふるさと徳島と徳島県人会近畿連合会の発展をお祈りします (順不同、敬称略)

ふ
る
さ
と
会

・
同
窓
会
の
お
問
い
合
せ
は

徳
島
県
人
会
近
畿
連
合
会

事
務
局

大
阪
市
中
央
区
南
船
場
３
１
９
‐
１０

徳
島
ビ
ル
４
階

Ｔ

Ｅ

Ｌ

＆

Ｆ

Ａ

Ｘ

施
島
県
大
会

近
畿
連
合
会

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

踪
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‖員P 貞光食糧工業株式会社
「徳島で働こう ξ U・ I・Jターン者太歓迎」
弊社は、鶏肉製造加工販売の製造メーカーです。
●募集職種

営業」企画開発・品質管理

製造管理=飼育管理

●福利厚生

社宅完備口社内食堂有・社会保険

〒779-4104 徳島県美馬郡つるぎ町貞光学小山北168-2
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